
令和４年度　「生物基礎」　シラバス

学年 学科・コース等 教科 科目 単位数 履修形態

1 普通科・美術科 理科 生物基礎 2 必修

教科書 東京書籍「生物基礎」（生基701）

副教材 生物基礎研究ノート（博洋社）

学習の目的

1 生物や生物現象について理解し、科学的に探究するために必要な概念・原理・法則を身につける。

2 観察・実験などを行い、科学的に探究する力を身につける。

3 生物や生物現象に主体的に関わり、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養う。

学習の目標 評価の割合

I
知識・技能

生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則について理解して
いる。

4

C
思考・判断・表現

科学的に探究するために必要な生物現象に関する概念を理解して考察
し、他者に説明することが出来る。

3

E
学びに向かう力・

人間性等

生物や生物現象に主体的に関わり、生命を尊重し自然環境の保全に寄
与する態度をもち、生物に関わる諸問題について議論したり、考察を深め
たりすることが出来る。

3

つけたい力 生物や生物現象の中に問題を見いだし、見通しを持って自ら科学的に探究する力
生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する力

評価方法 Ｉ Ｃ Ｅ

◇ 定期考査・課題考査・校内実力考査等の結果。 ○ ○

◇ 提出物の提出状況及び取組状況。 ○

◇ 実験・観察レポートの提出状況や取組状況。 ○ ○ ○

履修上の注意および学習のアドバイス等
◇ 教科書を読み、科学的な概念や原理について理解する。研究ノートや確認テストを利用

して、知識の基礎基本の定着を図る。

◇ 観察・実験で、的確な操作とデータの統計学的な処理方法を身につけ、自然の事物や現
象を科学的に考察する態度を養う。

◇１年間の授業内容が概観できるグラフィックシラバスです。



年間指導計画
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第
１
学
期

4

1編　生物の特徴
1章　生物の多様性と共通性
1節　生物の多様性
A 進化と系統

・地球上にすむ生物の種数が膨大であることに気づき，地球上
に多様な種がみられるのはなぜか考える。
・脊椎動物の四肢の有無，呼吸の仕方，殖え方などの特徴につ
いて考え表(a)にまとめる。
・図の系統樹上で表(a)の特徴が現れた位置を推測し，進化との
関係性を見いだす。
・地球上で生活する生物の多様性は，進化の結果生じたもので
あることを理解する。
・系統と系統樹について理解する。

・地球上にはどれくらいの
種類の生物が存在する
か。
・地球上に多様な種がみら
れるのはなぜか。
・多様な生物をなかまわけ
するためには、どのような
観点があるだろうか。

○ ○ ○

B 進化の証拠と相同 ・相同器官を比較し，共通祖先から由来した生物は共通の特徴
をもつことを見いだす。
・クジラが哺乳類である証拠について考える。
・生物の種と分類・系統について理解を深める。

・生物には多様な種がみら
れるが、共通性もみられる
のはなぜか。
・クジラは何類か。そのよう
に考えた根拠は何か。

○ ○ ○
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2節　生物の共通性
A 生物の特徴

・生物と非生物の違いが何かを考えることを通して，生物と非生
物を分ける基準が存在することに気づく。
・光学顕微鏡の各部の名称と働き，ミクロメーターの使い方と細
胞の大きさの測定方法について理解する。
・ヒト口腔内上皮，タマネギの表皮，ヨーグルトの乳酸菌などの大
きさ、観察結果を比較し，生物のもつ共通性について考察する。
・ヒト口腔内上皮，タマネギ，乳酸菌のDNAを抽出し，生物が
DNAをもつという共通性があることについて考察する。
・生物の基本的な特徴を理解する。

・ヒトは生物か。イヌは生物
か。机は生物か。そのよう
に考えた根拠は何か。ウイ
ルスは生物か。

○ ○ ○

3節　細胞の特徴
A 真核細胞の構造
B 原核細胞の構造
C 細胞の共通性
D さまざまな細胞

・すべての生物のもつDNAは細胞のどこにあるのかを考える。
・多様な姿の細胞は，どのような共通性をもっているのか考え
る。
・真核細胞の構造/原核細胞の構造について理解する。
・原核細胞，動物の真核細胞，植物の真核細胞の構造を比較
し，共通性について考える。
・原核細胞と真核細胞の構成成分を比較し，異なる理由を考え
る。
・単細胞生物と多細胞生物について理解し，これらの生物の細
胞はどのように生命を維持しているのかについて考える。
・さまざまな細胞とその大きさについて理解する。
・細胞発見の歴史について知る。
・電子顕微鏡で観察できる細胞の構造について理解を深める。
・細胞内共生説について理解を深める。

・前節で学んだヒトの口腔
細胞・タマネギの表皮、乳
酸菌についてどんな違い
があったか。
・前節で行ったＤＮＡの抽
出実験において、ブロッコ
リーの茎よりも花芽の方が
材料として適しているのは
なぜか。
・細胞内共生によってミトコ
ンドリアが出来た時期と葉
緑体ができた時期はどちら
が先か。その理由はなぜ
か。

○ ○
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2章　生物とエネルギー
1節　生体とATP
A 生命活動とエネルギー
B ATPの構造
C 代謝

・生命活動にエネルギーが必要であることを理解する。
・ATPが呼吸や光合成などの生体内でのエネルギーの受け渡し
に必ず関係していることを理解する。
・植物のエネルギーの取り入れ方を参考に，ヒトの場合のエネル
ギーの獲得方法などについて話し合う。
・ATPの構造が，アデニンとリボースが結合したアデノシンに，3
つのリン酸が結合した物質であることを理解する。
・ATPのリン酸どうしの結合に生命活動に利用できるエネルギー
が蓄えられていることを理解する。
・生物が，同化によってエネルギーを蓄え，異化によってエネル
ギーを取り出していることを理解する。
・同化や異化の代謝の過程で生じるエネルギーの授受にATPが
利用されていることを理解する。

・日常生活の中で、エネル
ギーを使っていると感じる
場面にはどのようなものが
あるか。
・生物が生命活動を営む
のに必要なエネルギー源
は何か。
・ヒトはなぜ食べ物を食べ
ないとならないのだろう
か。
・ＡＴＰが「エネルギーの通
貨」とよばれる理由は何
か。

○ ○

2節　生体内の化学反応
A 酵素

・酵素の基本的な特徴を理解する。
・酵素の基質特異性が何によってもたらされているのかについて
理解する。
・酵素の主成分がタンパク質であることから，最適温度と最適pH
という性質が生じることを知る。

・家庭科では、生のパイ
ナップルのゼリーを作ると
きにはゼラチンではなく寒
天を用いるように習う。缶
詰のパイナップルのゼリー
では、ゼラチンを用いても
良い。それはなぜか。

○ ○ ○

3節　呼吸と光合成
A 呼吸
B 光合成

・呼吸におけるグルコースの分解反応の概要とATPの合成につ
いて理解する。
・呼吸と燃焼の違いを理解する。
・光合成におけるグルコースの合成反応の概要とATPの合成に
ついて理解する。
・真核細胞内では，光合成は葉緑体で行われ，原核細胞では細
胞質基質で行われることを理解する。
・代謝を図で整理する。
・光合成の場である葉緑体の構造について理解する。

１学期期
末考査

・私たちが運動をするため
にはエネルギーが必要で
ある。そのエネルギーは何
から得ているのか。
・呼吸に酸素が必要なの
はなぜか。
・呼吸も燃焼も反応に酸素
が必要だが違う点はある
か。
・呼吸と光合成に共通点は
あるか。

○ ○
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2編　遺伝子とそのはたらき
1章　遺伝情報とDNA
1節　生物と遺伝子
A 遺伝情報と形質
B 遺伝情報とゲノム

・親の形質が子に引き継がれることを遺伝といい，遺伝情報を担
うのが遺伝子であり，遺伝子の本体はDNAであることを理解す
る。
・遺伝情報にはさまざまな形質に対応する多数の遺伝子が含ま
れている。生物の遺伝情報は，同じ生物の個体の間でもわずか
な違いがあることを理解する。
・生命の維持に必要な1組のDNAをゲノムといい，真核生物の細
胞には両親に由来する2組のゲノムが含まれることを理解する。
・相同染色体とは何か，染色体とゲノムの関係を理解する。
・遺伝情報を担う物質がDNAであることがどのように解明されて
きたのかを知る。
・エイブリーらの実験，ハーシーとチェイスの実験において，遺伝
情報がタンパク質でなくDNAであることが，どのように明らかにさ
れたのかを知る。

・わたしたちのもつＤＮＡは
もととなるＤＮＡのコピーで
ある。もととなるＤＮＡを私
たちは誰から受け継いだ
のか。
・私たちは父親と母親のも
つＤＮＡをすべて受け継い
でいるのだろうか。

○

2節　DNAの構造
A DNAの二重らせん構造
B 塩基の相補性
C 塩基配列と遺伝情報
D 生物のゲノムと遺伝情報

・DNAの分子モデルの写真から，DNAがどのような形をしている
か，またDNAの構造にある規則性や特徴に気づく。
・遺伝情報の担う物質としてのDNAの形状や塩基の結合のしか
たの規則性を見いだす。
・DNAの二重らせん構造の特徴（塩基・リン酸・糖からなるヌクレ
オチドが繰り返し並んでできている）を理解する。
・結合する塩基に相補性があることを理解する。
・シャルガフの規則について気づいたことを確認する。
・生物がもつゲノムのうち，遺伝子としてはたらく領域と遺伝子で
はない領域があることを理解する。
・ヒトの1つの遺伝子の平均の長さを考えて計算する。
・ゲノムサイズは，生物によって異なっていることを理解する。
・DNAの二重らせん構造の解明に尽力した科学者について知
る。

・あるＤＮＡが誰のものかを
調べるためには、ＤＮＡの
どの部分を調べれば良い
のだろうか。

○ ○ ○

3節　DNAの複製と分配
A 塩基の相補性に従ったDNA
の複製
B DNAの正確な複製
C DNAの複製と体細胞分裂

・細胞分裂のどこかの段階でDNAが倍の量になるのではないか
ということに気づく。
・DNAの2本鎖が解離した状態と複製後の状態を示す資料から，
塩基の相補性がDNAの複製のしくみに関わっていることを見い
だす。
・DNAの複製が２回起こるとどうなるかを，図で表して説明する。
・塩基の相補性によりDNAが正確に複製されることを理解する。
・DNAの複製のしくみ，原核生物，真核生物を問わず，すべての
生物で共通していることを理解する。
・DNAの正確な複製に酵素（DNAポリメラーゼ）が関わっている
ことについて理解を深める。
・細胞周期の間期にDNAの複製が行われ，分裂期にDNAが等
しく分配され，結果としてどの細胞でも同じ遺伝情報をもつことを
理解する。
・間期の細胞の数と分裂期の細胞の数を数えることで，それぞれ
の数の違いが何を意味するのかを考える。

・私たちの血液中の細胞と
皮膚の細胞に含まれる
ＤＮＡは全く同じものだろう
か。
・私たちのからだの細胞に
は同じＤＮＡが含まれてい
るにもかかわらず細胞の
形やはたらきが違うのはな
ぜだろうか。
・形やはたらきが異なる細
胞に同じ遺伝情報が含ま
れているかどうかを調べる
方法はないだろうか。

○ ○ ○

第
２
学
期
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2章　遺伝情報とタンパク質
1節　タンパク質
A 生命現象とタンパク質
B アミノ酸とタンパク質の構造

・生命現象には多種多様なタンパク質が関与していることを理解
する。
・タンパク質はアミノ酸がつながった分子であることを理解する。
・アミノ酸の種類と並び方によって，多様なタンパク質が生じるこ
とを理解する。
・アミノ酸について，配列の違いによって生じ得るペプチドの種類
を考えて計算する。
・アミノ酸の構造について理解を深める。
・タンパク質の構造について理解を深める。

２学期課
題考査

・豚肉も魚肉も、ヒトの体も
タンパク質で出来ているの
に、タンパク質に違いがあ
る。何が違っているのだろ
うか。
・多くのタンパク質が存在
し、それらが構造的にも機
能的にも大きく異なるにも
かかわらず、「タンパク質」
としてひとくくりにされてい
るのはなぜだろう。何を
もって「タンパク質」と名づ
けているのだろうか。

○

2節　DNAとタンパク質の合成
A 遺伝情報の流れ
B RNA
C 転写の過程
D 翻訳の過程
E 遺伝暗号表

・遺伝情報は，ATGC4文字の組み合わせによって遺伝情報を表
現していることに気づく。
・DNAの塩基配列と，それに対応するタンパク質のアミノ酸配列
に関する資料から，DNAの塩基配列とアミノ酸配列の間にある
関係性を見いだす。
・DNAの遺伝情報は，まずmRNAに転写された後，アミノ酸に翻
訳されることで発現するという流れ（セントラルドグマ）を理解す
る。
・RNAとDNAの特徴の違いを理解する。
・デオキシリボースとリボースの違いを理解する。
・転写及び翻訳の過程について理解する。
・mRNAの塩基3つの組をトリプレットと呼び，各トリプレットがそ
れぞれアミノ酸に対応していることを理解する。
・コドンとアミノ酸の対応をまとめた遺伝暗号表について理解す
る。
・転写と翻訳のしくみについて理解を深める。

・ATGCの4つの文字のみ
で、どのように遺伝情報を
表しているのだろうか。

○ ○ ○

3節　細胞分化と遺伝子
　A 細胞分化と遺伝子発現

・1個の細胞がさまざまな細胞に分化して個体をつくっていること
を理解する。
・個体を構成する細胞は，同一の遺伝情報をもつが，それぞれ
の細胞で発現する遺伝子は，その細胞の機能により異なること
を理解する。
・ヒトの組織や細胞に含まれる細胞には，どのような種類がある
のか，それらの細胞にはどのようなはたらきをするタンパク質や
酵素が必要かを考える。
・ユスリカのパフの観察方法を知る。
・ユスリカのパフの観察からわかることを考察する。
・細胞の分化によってゲノムが変化するか，iPS細胞を例にして
理解を深める。

・１個の受精卵からつくら
れた細胞なのに、私たちの
体を構成する細胞がさまざ
まな形をしているのはなぜ
だろうか。

○ ○
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３編　ヒトの体の調節
１章体内環境と情報伝達
1節　体内環境
A 体内環境とは
B フィードバックが支える恒常性
C 情報を伝える神経系と内分泌
系

・体内環境と体液の関係について理解する。
・消化管や気管は体内にありながら，その内腔が外界との境界
であることから体外環境にとして分類されることを理解する。
・フィードバックによって，体内環境の恒常性が維持されているこ
とを理解する。
・さまざまな動物の体温と気温の関係のグラフより，ヒトの体温調
節機構の特徴を見いだして理解する。
・情報伝達の経路には神経系・循環系・内分泌系があることを知
る。
・人体のさまざまな器官とその役割や構造を知る。

２学期中
間考査

・ヒトは幅広い温度環境で
生活を営んでいるが、こう
した温度の異なる環境下
で、ヒトの体温は違ってい
るだろうか。

○

2節　神経系による情報伝達
実習7 運動の前後の体の変化
A 神経系の構成
B 自律神経系による調節
C 脳の構造とおもなはたらき

・体内環境が無意識に調節されていることに気づく。
・体内での情報の伝達が体の調節に関係していることを見いだ
す。
・神経系の構成を知る。
・神経細胞の構造と情報伝達のしくみについて理解を深める。
・体内環境の維持と自律神経系による調節を関連付けて理解す
る。
・交感神経と副交感神経の違いについて神経伝達物質の違いに
着目して理解を深める。
・日常の場面から交感神経と副交感神経の作用について考えて
説明する。
・脳の構造とおもなはたらきについて知る。
・死の定義から脳死について理解する。
・脳死をめぐる見解について，さまざまな立場の人の意見を調
べ，自分の考えを深める。

・おなかが空いていると
き、おいしそうな食べ物を
見ると、体にどのような反
応が起こるだろうか。
・脳死とは何か。植物状態
とはどう違うのか。

○ ○ ○
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3節　ホルモンによる情報伝達
A ホルモンとその作用
B 内分泌器官としての脳
C ホルモン分泌の調節

・内分泌腺と分泌されるホルモン，その作用について知り，ホル
モンが受容されるしくみを理解する。
・間脳の視床下部がホルモン分泌の中枢として機能することを理
解する。
・ホルモンが細胞に受容され，機能するしくみについて理解を深
める。
・ホルモンの分泌量がフィードバックによって調節されていること
を理解する。

・体内の情報伝達の経路
は神経系だけではない。
日常のコミュニケーション
手段を例に、情報伝達に
はその方法ごとにどのよう
な特徴があるか考えてみ
よう。

○ ○

4節　血糖濃度の調節
実習8 血糖濃度の調節
A 血糖濃度を調節するしくみ
B 血糖濃度の調節の異常

・血糖濃度の調節機構による体内環境の維持とホルモンの関係
について見いだして理解する。
・血糖濃度の調節に関わるホルモンの種類と，それぞれのはた
らきについて理解する。
・血糖濃度の調節のしくみを図で整理する。
・生活習慣と血糖濃度の調節に関わるホルモンとの関係につい
て知る。
・インスリンと糖尿病の関係について理解する。
・糖尿病とインスリンの濃度変化について考える。
・体温の調節機構について，関係する器官とはたらきについて知
る。

２学期期
末考査

・熱中症とはどんな病気
か。
・店の陳列棚で「血糖値」と
書かれた商品を見かける
ことがある。血糖値とは何
だろう。

○ ○ ○

12

2章　免疫のはたらき
1節　免疫のしくみ
A 自然免疫
B 炎症
C 止血と血液凝固
D リンパ球と適応免疫

・細菌，菌類，線虫，ウイルスが原因となる病気を調べる。
・自然免疫について分類や特性を理解する。
・物理的・化学的防御について理解する。
・白血球の一種である好中球の食作用の資料から異物を除去す
る機構について気づく。
・炎症のしくみを理解する。
・体内環境の維持の観点から血液凝固について理解する。
・適応免疫を支えるリンパ球の種類と役割を理解する。
・免疫のしくみについて俯瞰的に整理して理解する。

・風邪をひいたときにあら
われる代表的な症状には
どのようなものがあるか、
あげてみよう。
・私たちの身の回りにはた
くさんの微生物・病原体が
いるのに、私たちはどうし
て簡単には感染・発病しな
いのだろうか。

○ ○

2節　免疫記憶
A 記憶細胞と二次応答
B 予防接種とワクチン

・予防接種について考える。
・体内の抗体量の変化のデータから二次応答のしくみを見いだし
て理解する。
・免疫記憶と二次応答について理解する。
・抗体について構造を学習することで理解を深める。
・予防接種のしくみを理解する。
・血清療法のしくみと歴史を知る。

・おたふくかぜなど、一生
のうちに一度かかると二度
とかからないという病気が
いくつかある。それはなぜ
か。
・インフルエンザワクチン
は、なぜインフルエンザの
感染や重症化を予防出来
るのか。

○ ○ ○

3節　免疫とさまざまな疾患
A アレルギー
B 自己免疫疾患
C 免疫の機能の低下による疾患

・アレルギーについて考える。
・アレルギーの定義や症状について理解する。
・花粉症発症のしくみを例にアレルギーの発症について理解を
深める。
・1型糖尿病などの自己免疫疾患について理解する。
・免疫について整理する。
・AIDSを例に免疫機能の低下による疾患について理解する。

・アレルギーとは何か。
・花粉症はどのような仕組
みでおこるのか。

○ ○

第
３
学
期

1

4編　生物の多様性と生態系
1章　植生と遷移
1節　植生とその環境
A 環境形成作用
B 階層構造
C 土壌

・樹木のある場所とない場所における環境の違いを見いだす。
・環境要因と環境形成作用の関係について理解する。
・森林の階層構造と光環境の関係について理解する。
・森林の構造と相対照度のデータから，層ごとの明るさの変化に
ついて考える。
・身近な環境から樹木の特性について考える。
・環境要因としての土壌の構造や成り立ちについて理解する。

・身近に存在する植生の
例をあげよ。
・空き地、公園、畑、水田、
山・・・・などには、どのよう
な植物が見られるだろう
か。

○ ○ ○

2節　植生の遷移
実習11 植生の遷移の要因
A 植生の遷移
B ギャップ更新
C 二次遷移

・植生が時間とともに変化することに気づく。
・植生の遷移に関する資料に基づいて，遷移の要因として土壌
や光環境について見いだして理解する。
・植生の遷移について，モデル的な過程とその要因を理解する。
・遷移の進行と光合成の関係について理解する。
・極相林でも起きる植生の変化について，ギャップに着目して理
解する。
・ギャップ更新が起こらないときの極相林について考える。
・二次遷移について，一次遷移との違いに注目して理解する。
・極地での遷移など，遷移がモデル的な過程をたどらない例につ
いて，理解する。
・湖沼での遷移について，乾性遷移との違いに注目して知る。

・中庭掃除担当の生徒が、
掃除をさぼって除草作業を
行わなかった。半年後、中
庭はどのようになっている
と思うか。

○ ○ ○

2

3節　遷移とバイオーム
A 遷移とバイオーム
B 日本のバイオーム

・標高が高い所では森林が形成されないことから，環境によって
遷移の結果が異なることに気づく。
・世界のさまざまな地域の気候と植生の関係を調べ，バイオーム
が遷移を経て成立していることを見いだして理解する。
・環境に適応した植生が成立し，植生を構成する植物と生態系
によってバイオームが形成されることを理解する。
・バイオームと気温・降水量の関係について考える。
・世界のバイオームについて，気候や構成する生物種を知る。
・日本のバイオームについて，遷移と関連付けて整理，理解す
る。
・地球温暖化によるバイオームへの影響について考える。

・富士山の頂上には、背の
高い樹木が生えていない。
これはなぜか。
・砂漠に生息している植物
には、どんな特徴がある
か。砂漠に生息している動
物には、どんな特徴がある
か。

○ ○ ○

2章　生態系と生物の多様性
1節　生態系における生物の多
様性
A 環境と生物の関係性
B 種多様性

・生態系における種の多様性を見いだして理解する。
・環境によって生息する生物が異なることを理解する。
・生態系内の生物種の多様性を知る。
・バイオームと種多様性の関係について理解する。
・生物の多様性について，３つの視点から理解を深める。

・生物多様性とは何か。種
の多様性とはどのように違
うのか。

○ ○ ○

2節　生態系における生物間の
関係
A 食物網
B 生態系における種多様性の利
点
C キーストーン種
D 生態系エンジニア

・生態系において生物どうしが関わり合っていることに気づく。
・生態系から特定の生物を除去したときの影響から，被食と捕食
による生物どうしのつながりに気づき，生物の関係性が種多様
性に関わることを見いだして理解する。
・食物網について理解する。
・ラッコの減少を例に生態系の変化について知る。
・種多様性の高さが生態系全体のバランスを保つことを理解す
る。
・キーストーン種と生態系のバランスとの関係性について理解す
る。
・オオカミの再導入の例から，生態系の回復について知る。
・生態系エンジニアと生態系の関係について理解する。

学年末
考査

・生物が絶滅すると困るこ
とは何か。オオカミのよう
に、人間に対して害を与え
る可能性のある生物は、
絶滅させてはいけないの
か。

○ ○

3

3節　生態系と攪乱
A 人為的攪乱
B 自然攪乱
C 生態系の復元力
D 生物種の絶滅

・台風や伐採の例から，生態系のバランスには変化が起きること
に気づく。
・生活排水の河川への流入の例から，人為的攪乱による生態系
への影響を見いだして理解する。
・人為的攪乱について生物の多様性との関係を理解する。
・マイクロプラスチックの問題について知る。
・台風や大雨などの自然攪乱について，生物の多様性との関係
を理解する。
・生態系の復元力（レジリエンス）について，生態系のバランスと
の関係を理解する。
・絶滅について，日本における現状とともに理解する。
・環境省が定めたレッドデータブックについて知る。
・自然攪乱と生物多様性について知る。

・生態系のバランスを崩す
要因にはどのようなものが
あるだろうか。

○ ○ ○

4節　生態系の保全
A 生物多様性の保全
B 生態系サービス
C 生物多様性と生態系サービス
D 人間活動が生態系に与える
影響
E 日々の生活と生態系の保全

・日々の生活と生態系の保全との関係，生態系の保全の重要性
を見いだして理解する。
・生物多様性の保全にはそれぞれの立場からの努力や協力が
必要であることを理解する。
・生態系サービスについて私たちの生活と関連付けて理解する。
・生物多様性と生態系サービスの関係について理解する。
・生態系とその保全について整理する。
・生態系サービスと自然資本について知る。
・人間の活動が生態系に与える影響について，さまざまな例をも
とに理解する。
・琵琶湖における外来生物の影響から，人間による生物の導入
が生態系に与える影響を考える。
・人間生活の影響が低下したことによっても生態系が変化するこ
とについて理解する。
・里山について理解を深める。
・地球温暖化が私たちの生活にもたらす影響について知る。
・日々の生活の見直しが，生態系の保全につながることを理解
する。
・生態系保全の重要性を考える。
・食品廃棄の問題から日々の生活と生態系の関係を考える。
・熱帯多雨林の例から，日々の生活が大きな環境問題とつな
がっていることを知る。

・わたしたちの身の回りに
は自然環境や生態系の保
全に配慮した商品や製品
がある。どのようなラベル
を見たことがあるか。
・生態系の保全を行わない
と、どのようなことがおこる
のか。
・地球温暖化がすすむと日
本の生態系にどのような
影響が与えられるだろう
か。
・絶滅が危惧される生物の
絶滅を食い止めるにはどう
すればよいだろうか。

○

※行事等で変更になる場合があります。


